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1　は　じ　め　に

アスパラガスはF＝品種の開発が進み，青森県で栽培さ

れている主力品種，メリーワシントン500Wより収量性が

高いと言われている。そこで－　F】品種の特性を明らかに

して，新作型の開発と高品質安定生産技術について，検討

したのでその成果を報告する。

2　試　験　方　法

1）試験場所：青森県農業試験場（黒石市）水田転作畑

2）供試品種：ウエルカムFl．ポールランドFl，ポー

ルトムF，，メリーワシントン500W（対象品種）

表1　年次別施肥量

3）作型：普通栽培，トンネル栽培

4）被覆資材：保温性ポリエチレンフィルム（幅95cm，

厚さ0．05cm）を2枚掛け，トンネルの上部で合せて使用

5）被覆始期：1989年は3月9日，1990年は3月16円

6）被覆期間：40H間（ただし高温時は換気）

7）耕種概要

（1）播種：1987年4月

（2）定植：1988年11月11日

（3）栽植距離：うね幅120cm，株間30cm，条間50cm，

2条植え（555株／a）

（4）施肥量（年次別施肥量）：表1のとおり

年次
基　　 肥 （kg／a ） 施 肥

（月／日）

追　　 肥 （短／a ）　　 施　 肥

窒素　 りん 酸　 カ リ 窒素成分 （N K 化成） ・　 （月／日）

19鋸 2．0　　 1．7　　　 2．0 （11 ／上旬） 0．3 （5／28 ）， 0．5 （7／22 ），0．5 （8／3 1 ）

1989 0．5　　 1．7　　　 0．5 （6／1 ） 1．5 を 2 回に分施 （7 ／5，8 ／5 ）

1990 0．5　　 1．7　　　 0．5 （3 ／9 ） 1．5 を 2 回に分施 （7 ／2，8 ／2 ）

3　試験結果及び考察

品種別の萌芽期と収穫始期を表2で示した。普通栽培の

萌芽期は対照メリーワシントン500Wの4月5日に比べ，

F，品種のウエルカム，ポールランドは3日程度遅く，ポー

ルトム，アクセルは5日も遅れた。トンネル栽培では，対

照品種メリーワシントン500Wの3月28日の萌芽期に比べ，

ウエルカム，ポールランドは5日程度早かったが，ポール

トム，アクセルは対照品種並みの萌芽期であった。

衰2　品種別の萌芽期及び収穫始め（月／日）

作　 型 ・ 品　 種
平成 元年 平成 2 年

萌芽期 収穫始 萌芽斯 収穫 始

血
ウ　　 エ　　 ル　　 カ　　 ム 4 ／ 7 4 ／24 4 ／ 7 4 ／28

【∃
通

栽

培

ポ　 ー　 ル　 ラ　　 ン　 ド 4 ／ 7 4 ／24 4 ／ 8 4 ／29

ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 4 ／10 5 ／ 1 4 ／ 9 4 ／26

ア　　　 ク　　　 セ　　　 ル 4 ／10 5 ／ 1 4 ／ 9 4 ／3 0

（対）メリーワシン トン500 W 4 ／ 5 4 ／20 4 ／ 7 4 ／2 5

ト ウ　　 エ　　 ル　　 カ　　 ム 3 ／23 3 ／30 4 ／ 1 4 ／11

ン ポ　 ー　 ル　 ラ　　 ン　 ド 3 ／23 3 ／3 1 4 ／ 3 4 ／10
ネ

ル
ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 3 ／：お 4 ／ 5 4 ／ 2 4 ／10

栽 ア　　　 ク　　　 セ　　　 ル 3 ／28 4 ／ 6 4 ／ 5 4 ／10

培 （対）メリーワシントン500 W 3 ／28 4 ／ 3 4 ／ 1 4 ／10

収穫始期は∴定植2年目（1989年，収穫初年臼）の普通

栽培対照品種の4月20円に比べ，ウエルカム，ポールランド

は5日程度遅く．ポールトム，アクセルは10日も遅かった。

トンネル栽培では，対照品種の4月3円に比べ，ウエルカ

ム，ポールランドは4日程度早まり，ポールトム，アクセ

ルは2日程遅れた。定植3年臼（1990年，収穫2年臼）で

は，普通栽培の収穫始期は，対照品種の4月5円に比べ，

F．品種は1～5円程度遅れたが，トンネル栽培では対照

品種及びいずれのF．品種とも，ほぼ同じ4月10日の収穫

始期となった。作型では収穫初年目，2年臼とも収穫始期

は，普通栽培に比べ，トンネル栽培が15円から20日程度早
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図1規格別収量等（1989，収穫初年R）
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まり．作期の前進が認められた。

1989年の収穫初年日における作型別各品種の収樺茎数を

規格別収量として図1に示した。収穫茎数は，対照品掛こ

表31989年度収量成績（収穫始めから40日間）

比べ，各F．品種とも茎数が多く，また作型ではトンネル

栽培に比べ．普通栽培の茎数が多かった。F．品種間では，

アクセルの茎数が最も多く，若茎も太く品質が良好であった。

4　 月 5　 月 6 月 」合 計

1 収 量
A ＋B
比 率上旬　 中旬　 下旬 上旬　 中旬　 下旬 上旬

ウ　　 エ　　 ル　　 カ　　 ム 1 5 ．4 1 8 ．2 1 1 ．5　 7 ．2

9 ．7

5 2 ．3 9 4 ．7

l ポ　 ー　 ル　 ラ　 ン ド 2 0 ．6

9 ．1

2 5 ．6 1 6 ．5 1 7 ．2 7 9 ．9 9 8 ．6

l ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 2 5 ．2 1 3 ．2 1 6 ．3 6 4 ．4 9 7 ．9

i ア　　 ク　　　 セ　　　 ル 3 8 ．5　 2 0 ．4　 2 7 ．5 1 9 ．7 1 0 6 ．1 9 7 ．7

毒 （対 ）メ リ ー ワ シ ン ト ン 5 0 0 W 2 1 ．7 1 0 ．2 1 1 ．2 5 2 ．2 9 8 ．2

： ウ　 エ　 ル　 カ　　 ム 3 2 ．7 1 3 ．0 1 3 ．2 8 ．9 6 7 ．8 9 7 ．8

ポ　 ー　 ル　 ラ　 ン　 ド 5 ．4　 2 5 ．7　 8 ．2 2 0 ．0 5 9 ．3 9 6 ．5

ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 9 ．8 1 5 ．3 1 0 ．6 1 5 ．4 5 1 ．1 9 8 ．2

ア　　　 ク　　　 セ　　　 ル 2 4 ．2 1 4 ．0 1 9 ．7 1 9 ．0 7 6 ．9 9 7 ．5

（対 ）メ リ ー ワ シ ン ト ン 5 0 0 W 1 5 ．0　 9 ．2 1 3 ．9 9 ．1 4 7 ．2 9 3 ．5

表41990年度収量成績（収穫始めから40日間）

、＼ － ＼ 項 目

作 型 ・品 種 名

収　 量　 （A ＋ B 品　 単 位 ：k g／a ． ％ ）

4　 月 5　 月 6 月
合 計

収 量

A ＋ B

比 率

対 照 区

比 率
前 年 比

上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬

並
ウ　　 エ　　 ル　　 カ　　 ム 13 ．6 3 0 ．6　 2 1．0　 2 1 ．9 7 ．9 9 5 ．0 9 9 ．2 15 4 132

日
通

栽

ポ　 ー　 ル　 ラ　　 ン　 ド 3 ．0 2 6 ．9　 2 6 ．8　 2 8 ．7 13 ．5 98 ．9 9 9 ．1 16 1 12 4

ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 4 ．5 3 0 ．1 17 ．9　 2 3 ．8 9 ．8 8 6 ．1 9 9 ．9 15 6 134

培
ア　　　 ク　　　 セ　　　 ル 0 ．6 3 9 ．9　 3 6 ．0　 2 8 ．4 2 2 ．5 12 7 ．4 9 4 ．6 2 0 7 12 0

（対 ）メ リー ワ シ ン トン 5 0 0 W 5 ．1 2 ∴ 0 13 ．7 18 ．9 2 ．9 6 1．6 9 6 ．3 （10 0 ） 118

卜 ウ　　 エ　　 ル　　 カ　　 ム 14 ．0　 2 9 ．5 25 ．9　 2 6 ．1 9 5 ．5 9 6 ．3 108 14 1

ン ポ　 ー　 ル　 ラ　 ン　 ド 3 ．2　 3 6 ．6　 2 6 ．7 2 7 ．1 2 5 ．4 1 19 ．0 9 6 ．9 13 5 20 1
ネ

ノし
ポ　　 ー　　 ル　　 ト　　 ム 2 ．1 2 0 ．0　 3 1 ．5 2 8 ．2 18 ．1 1 0 0 ．0 9 9 ．3 113 19 6

栽 ア　　　 ク　　　 セ　　　 ル 2 ．2 19 ．9　 5 1 ．5 3 6 ．0　 3 3 ，1 14 2 ．7 9 8 ．2 16 1 18 6

培 （対 ）メ リー ワ シ ン トン 5 0 0 W 口．7 18 ．2　 2 1．1 3 0 ．9 17 ．5 8 8 ．4 9 9 ．0 （100 ） 13 7

収穫始期から40日間の収量を時期別に表3，表4に示し

た。F】品種の収量性は，収穫初年日の普通栽培は，ポー

ルランド，ポールトム，アクセルが対照品種より収免が高

かったが，ウエルカムは対照品種と同程度であった。

F．品種間ではアクセルが最も収量が高く，対照品種の

2倍の収量であった。次いでポールランド，ボルトムの順

であった。トンネル栽培では，F．品種がいずれも対照品

種より収量性が高く，F，品種間でも，普通栽培と同じく

アクセルの収量が高かった。

収穫2年目は両作型とも収穫初年臼より茎数は，140～

150％も多くなり∴重量では，トンネル栽培は141～201％，

普通栽培が120－182％も多く．F．品種間ではアクセルが

多収で，次いでポールランド，ボルトム．ウエルカムの順

で前年とはぼ同様の結果がみられた。

4　ま　と　め

アスパラガスの萌芽期は．トンネル栽培区（被覆資材，

保温性ポリエチレンフィルム：幅95cm，厚さ0．05cmをト

ンネル上部で合せ掛け，被覆期間は消雪直後の3月下旬か

ら5月中旬，但し高塩は換気）が普通栽培区（無被覆）に

比べ約2週間前後，また収穫始期も10日以上それぞれ早く，

作期の前進が認められた。

収量性は普通栽培区ではF．品種のポールランド，ボル

トム．アクセルの収展性が高く，ウエルカムは対照品種並

みであった。また，トンネル栽培区では，F】品種がいず

れも対照品種より収量性が高く．総収量ではアクセルが最

も多収で品質も他の品種よりも良好であった。
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